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             【  選んだ記号  】

【　途中の式や計算など　】

         【　証 明　】

〔問 2〕 (2)
（答え）

（答え）









 

















 

 



　ア　　イ　　ウ










点は，点と一致する。

よって，

求める直線は，点，を通る直線である．

求める直線を とおくと，

　


を通るから，



 …①

　）を通るから， …②

①，②より　




したがって，

求める直線の式は　




△△から

　　より　 

　　よって， 





△△

また，△△から　△△

　　より　 





　　よって， 





　　より　 



 

　　よって，




ア　直線を軸としたとき　

　　求める体積を  とすると，

　　　

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 

仮定より，…①

円周角の定理より　　

＝＝


…②

△において内角と外角の関係により

　＋＝…③

①と②より，③は

　　＋＝

＋＝

　


＝

すなわち　＝


…④

②，④より，

＝＝


であるから，

△において，２つの角が等しいから

△は二等辺三角形である．　


